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本
人
の
同
意
な
く
個
人
情
報

を
収
集
・
利
用
さ
れ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
を
侵
害
す
る
等
と
し
て
、
県

　

神
奈
川
県
民
約
２
３
０
名

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
共
通
番

号
）
制
度
に
よ
っ
て
、
自
ら
の

意
思
に
基
づ
か
ず
に
個
人
情
報

を
国
家
に
一
元
的
に
管
理
さ
れ

る
こ
と
は
憲
法
１３
条
の
保
障
す

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す

る
も
の
と
し
て
国
を
提
訴
し
た

訴
訟
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
訴
訟
）

に
つ
き
、
最
高
裁
は
本
年
３
月

２６
日
に
上
告
棄
却
、
上
告
不
受

理
の
決
定
を
行
っ
た
。
２
０
１

６
年
３
月
２４
日
に
横
浜
地
裁
に

提
訴
後
９
年
に
渡
っ
て
闘
わ
れ

て
き
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
訴
訟

は
、
こ
の
最
高
裁
の
決
定
を
も

っ
て
終
結
す
る
に
至
っ
た
。
し

か
し
、
最
高
裁
が
憲
法
１３
条
の

解
釈
等
実
質
審
理
を
す
る
こ
と

民
な
ど
２
０
０
名
超
が
国

に
対
し
て
個
人
番
号
の
収

集
・
利
用
停
止
な
ど
を
求

め
た
集
団
訴
訟
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
違
憲
訴
訟
＠
神
奈

川
」
に
つ
い
て
、
最
高
裁

は
３
月
２６
日
、
原
告
の
訴

え
を
棄
却
、
上
告
不
受
理

の
決
定
を
行
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
２
０
１
６
年
３

月
２４
日
の
横
浜
地
裁
へ
の

提
訴
か
ら
９
年
に
わ
た
り

闘
っ
て
き
た
同
訴
訟
は
終
結
を

迎
え
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
違
憲
訴
訟
は

神
奈
川
の
他
、
仙
台
・
新
潟
・

金
沢
・
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
・

福
岡
と
、
全
国
８
カ
所
の
地
裁

で
同
時
に
起
こ
っ
た
裁
判
闘

争
。
原
告
数
は
神
奈
川
が
最
多

で
、
協
会
か
ら
も
役
員
・
会
員
・

事
務
局
員
な
ど
２０
名
が
原
告
と

し
て
参
加
す
る
な
ど
、
全
面
的

に
支
援
し
て
き
た
。

　

同
訴
訟
は
、
新
潟
以
外
の
７

訴
訟
が
最
高
裁
ま
で
上
告
。
２３

け
誤
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
頻
発

な
ど
の
実
態
を
挙
げ
、「
も

は
や
前
述
の
最
高
裁
判
決

は
先
例
た
る
価
値
を
喪
失

し
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

そ
の
上
で
、
小
賀
坂
氏
は

「
最
高
裁
の
決
定
は
司
法

の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の

で
あ
り
、
到
底
納
得
で
き

な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

集
会
で
は
、
最
高
裁
の

決
定
に
対
す
る
抗
議
声
明

を
確
認
し
、
即
時
発
表
し

た
。
ま
た
、
今
後
は
裁
判

の
総
括
と
記
録
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
を
確
立
す
る
今

後
の
運
動
等
に
つ
い
て
、

改
め
て
集
会
を
開
き
議
論

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

な
く
、
い
わ
ゆ
る
門
前
払
い
判

決
で
訴
訟
を
終
結
さ
せ
た
こ
と

は
、
司
法
の
役
割
を
放
棄
す
る

も
の
で
あ
り
、
断
固
抗
議
す
る
。

　

私
た
ち
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
違
憲
で
あ
る
こ
と
を
主
張

す
る
前
提
と
し
て
、
現
代
の
デ

ジ
タ
ル
社
会
に
適
合
し
た
憲
法

解
釈
を
す
る
こ
と
、
具
体
的
に

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て

の
学
説
上
の
通
説
で
あ
る
自
己

情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
承
認

を
最
高
裁
に
対
し
て
も
強
く
求

め
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の

最
高
裁
決
定
は
憲
法
１３
条
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
、
２

０
２
３
年
３
月
９
日
の
先
行
訴

訟
の
「
個
人
に
関
す
る
情
報
を

み
だ
り
に
第
三
者
に
開
示
又
は

年
３
月
９
日
、
最
初
の
最
高
裁

判
決
と
な
っ
た
福
岡
・
名
古
屋
・

仙
台
の
３
訴
訟
で
は
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
利
用
が
税
・
社
会
保

障
・
災
害
対
策
に
限
定
さ
れ
て

い
る
」
と
し
て
合
憲
判
決
が
下

さ
れ
、
原
告
の
敗
訴
と
な
っ
た
。

　

以
降
、
金
沢
・
大
阪
・
東
京

の
各
訴
訟
が
立
て
続
け
に
上
告

棄
却
・
上
告
不
受
理
（
い
わ
ゆ

る
門
前
払
い
）
の
決
定
を
言
い

渡
さ
れ
、
最
後
と
な
っ
た
神
奈

川
訴
訟
で
も
同
様
の
判
断
が
下

さ
れ
た
。

　

神
奈
川
訴
訟
は
、
昨
年
３
月

末
に
東
京
高
裁
で
棄
却
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
た
後
、
た
だ
ち
に

最
高
裁
に
上
告
し
た
。
そ
の
後
、

原
告
団
と
弁
護
団
が
最
高
裁
に

対
し
、
上
告
の
受
理
を
求
め
る

署
名
を
実
施
し
、
１
千
５
１
１

筆
を
集
約
。
最
高
裁
に
提
出
し
、

法
廷
で
の
真
摯
な
審
議
継
続
を

訴
え
て
き
た
。
し
か
し
、
実
に

１
年
も
待
た
せ
た
上
で
の
最
高

裁
の
「
門
前
払
い
」
の
決
定
に

対
し
、
原
告
か
ら
は
怒
り
や
憤

り
の
声
が
上
が
っ
た
。

〝
門
前
払
い
〟
決
定
に
抗
議

声
明
を
発
表

　

最
高
裁
の
決
定
を
受
け
た
形

で
、
４
月
１８
日
に
は
原
告
集
会

を
開
催
。
弁
護
団
代
表
の
小
賀

坂
徹
弁
護
士
は
、
一
昨
年
の
最

高
裁
判
決
に
準
じ
た
上
告
不
受

理
の
決
定
に
対
し
、
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
巡
る
社
会
情
勢
は
刻

一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
状
況

は
す
で
に
２
年
前
と
は
著
し
く

異
な
る
」
と
指
摘
。
番
号
法
の

改
正
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
づ

　

す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
下
で
、
数
多
く
の
漏
え
い
事

例
が
発
生
し
て
お
り
、
国
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
危
機
的
な

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、

多
数
の
国
民
の
不
安
と
反
対
を

押
し
切
っ
て
、
保
険
証
を
廃
止

し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一

本
化
す
る
こ
と
を
強
行
し
た

が
、
こ
れ
も
国
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行
の
中

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
中
心

と
す
る
基
本
的
人
権
や
民
主
主

義
が
大
き
く
変
容
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
多
く
の
者
の
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
件

最
高
裁
決
定
は
、
そ
れ
に
対
し

憲
法
は
無
力
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な

く
、
社
会
に
与
え
る
影
響
は
極

め
て
大
き
い
。
Ｅ
Ｕ
が
Ａ
Ｉ
法

や
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
規
制
に

つ
い
て
、
憲
法
の
基
本
権
を
保

障
す
る
観
点
か
ら
法
整
備
が
な

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
先
の

保
険
証
廃
止
も
含
め
、
わ
が
国

の
個
人
情
報
保
護
法
制
等
に
お

い
て
全
く
そ
の
よ
う
な
観
点
が

な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
最
高

裁
の
姿
勢
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
こ
と
は
専
門
家
か
ら
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
人
権

や
民
主
主
義
を
擁
護
す
る
た
め

に
も
、
こ
う
し
た
最
高
裁
の
旧

態
依
然
と
し
た
憲
法
解
釈
は
直

ち
に
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

今
国
会
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
可
能
事
務
を
拡
大

す
る
た
め
の
番
号
法
改
「
正
」

案
が
審
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
が
可
能
な
国
家
資
格
等
の

事
務
を
新
た
に
司
法
書
士
、
公

認
会
計
士
、
電
気
工
事
士
、
技

術
士
な
ど
の
４４
資
格
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
在
留
カ
ー
ド
の

交
付
等
や
国
民
保
護
法
に
よ
る

公
表
さ
れ
な
い
自
由
」
と
い
う

解
釈
を
無
批
判
に
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
り
、
深
い
憤
り
と
失
望

を
禁
じ
得
な
い
。
こ
の
解
釈
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
つ
い
て
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
さ
れ

た
「
宴
の
あ
と
」
東
京
地
裁
判

決
（
１
９
６
４
年
９
月
２８
日
）

の
「
私
生
活
を
み
だ
り
に
公
開

さ
れ
な
い
権
利
」
と
本
質
的
に

異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在

か
ら
６０
年
以
上
前
の
Ｐ
Ｃ
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
生

成
Ａ
Ｉ
も
全
く
存
在
し
な
い
社

会
に
お
け
る
の
と
同
様
の
憲
法

解
釈
を
漫
然
と
行
っ
て
い
る
最

高
裁
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
異
様

で
あ
り
、
も
は
や
理
解
不
能
で

あ
る
。

最
高
裁
上
告
棄
却
決
定
に

抗
議
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
違
憲
訴
訟
神
奈
川
弁
護
団
・
原
告
団

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
違
憲
訴
訟
＠
神
奈
川
が
終
結

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
軽
視
に
憤
り

定

時
総

会

協

賛

定

時
総

会

協

賛

大
樹
生
命
保
険

大
樹
生
命
保
険　　

株
式
会
社

株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
―
一
―
一

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
―
一
―
一

エ
ス
・
ワ
イ
・
エ
ス　

ソ
ー
プ

エ
ス
・
ワ
イ
・
エ
ス　

ソ
ー
プ

海
外
技
術
交
易

海
外
技
術
交
易　　

株
式
会
社

株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
―
一
六
―
三
（

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
―
一
六
―
三
（
１８１８
山
京
ビ
ル
）

山
京
ビ
ル
）

☎☎
〇
三
（
三
二
七
五
）
三
四
六
一

〇
三
（
三
二
七
五
）
三
四
六
一

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
―
一
―
一

　

 

医

学

通

信

社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二
―
六

（
十
歩
ビ
ル
）

富
国
生
命
保
険
相
互
会
社

富
国
生
命
保
険
相
互
会
社

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
―
二
―
二

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
―
二
―
二

㈱

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

横
浜
市
金
沢
区
福
浦
二
―
一
―
一
二

☎
〇
四
五
（
七
八
五
）
一
七
〇
〇
㈹

株
式
会
社　

ワ
コ
ー
商
事

藤
沢
市
善
行
七
―
三
―
五

☎
〇
四
六
六
（
八
四
）
二
四
八
五

小
さ
な
力
が
守
る
未
来
の
地
球

小
さ
な
力
が
守
る
未
来
の
地
球

有
限
会
社

有
限
会
社　　

ホ
テ
イ
産
業
研
究
所

ホ
テ
イ
産
業
研
究
所

鎌
倉
市
鎌
倉
山
四
―
一
―
一
九

鎌
倉
市
鎌
倉
山
四
―
一
―
一
九

株
式
会
社　

シ
ノ
テ
ス
ト

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
―
七
―
九

株
式
会
社　

き
か
ん
し
コ
ム

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
―
二
七
―
八

―
二
七
―
八

太
陽
生
命
保
険
株
式
会
社

公
法
人
部

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
十
一
番
二
号

℡　

〇
三
（
三
二
七
二
）
六
〇
四
二

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
四
―
六
―
二

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
四
―
六
―
二

み
な
と
み
ら
い
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
五
階

み
な
と
み
ら
い
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
五
階

神
奈
川
県
医
師
信
用
組
合

神
奈
川
県
医
師
信
用
組
合

横
浜
市
中
区
長
者
町
三
―
八
―
十
一

横
浜
市
中
区
長
者
町
三
―
八
―
十
一

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
指
定
代
理
店

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
指
定
代
理
店

株

式

会

社
　

神

株

式

会

社
　

神

  

保保

 

協

横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
二
―
二
三
―
二

横
浜
市
神
奈
川
区
鶴
屋
町
二
―
二
三
―
二

（
Ｔ
Ｓ
プ
ラ
ザ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
階
）

（
Ｔ
Ｓ
プ
ラ
ザ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
階
）

理
想
科
学
工
業
株
式
会
社

神
奈
川
営
業
所

横
浜
市
中
区
山
下
町
二
〇
九
帝
蚕
関
内
ビ
ル

〒
100-
8123

〒
103-103-
00270027

株
式

会
社

〒
101-
8410 〒

100-
0005

〒
100-
0011

〒
251-
0871〒

231-
0033

〒
231-
0023

〒
101-
0051

〒
236-
0004

〒〒
101-101-
00510051〒〒

221-221-
08350835

〒〒
248-248-
00310031

〒
103-
0027

〒〒
220-220-
00120012

声明

救
援
の
実
施
な
ど
１２
事
務

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
利
用
拡
大
は
２
０

２
３
年
６
月
２
日
に
成
立

し
た
改
正
番
号
法
に
よ
っ

て
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
の
３
分
野
以
外
の
行

政
事
務
に
お
い
て
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
を
可
能

と
し
た
法
改
悪
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
改
悪
の

直
前
の
２
０
２
３
年
３
月

９
日
に
最
高
裁
第
一
小
法

廷
は
先
行
す
る
仙
台
・
九

州
・
名
古
屋
訴
訟
に
つ
い

て
、
利
用
範
囲
が
社
会
保
障
・

税
・
災
害
対
策
に
限
定
さ
れ
て

い
る
か
ら
危
険
性
を
制
限
で
き

る
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
合
憲
で
あ
る
と
判
決
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
３
分
野
限
定
論

を
最
高
裁
判
決
か
ら
引
き
出
し

た
こ
と
は
全
国
で
闘
わ
れ
た
裁

判
闘
争
の
大
き
な
成
果
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

で
あ
る
か
ら
こ
そ
そ
の
後
の

こ
の
判
決
を
無
視
し
て
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
３
分
野
以
外
へ
の

制
度
拡
大
が
違
憲
で
あ
る
か
ど

う
か
、
控
訴
審
に
お
い
て
弁
論

再
開
を
求
め
た
が
受
け
入
れ
ら

れ
ず
敗
訴
し
た
。

　

最
高
裁
に
は
そ
う
し
た
高
裁

の
弁
論
再
開
を
実
行
し
な
か
っ

た
こ
と
も
含
め
て
、
現
実
に
進

行
し
つ
つ
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
拡
大
に
つ
い
て
司
法
と

し
て
の
判
断
を
求
め
た
が
、
全

く
の
門
前
払
い
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
私
た
ち
は
大
き
な
絶
望
を

抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。　

　

し
か
し
私
た
ち
は
決
し
て
諦

め
な
い
。

　

巨
大
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
マ
ー
（
Ｄ
Ｐ
Ｆ
）
の
下
に
、

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
個
人
デ
ー

タ
が
集
積
し
、
Ａ
Ｉ
等
に
よ
る

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
よ
り
、

容
易
に
個
人
の
機
微
情
報
ま
で

を
探
知
し
う
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
憲
法
が
本
来
の
役
割
を

発
揮
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を

含
む
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ

る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
私
た

ち
は
今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
問
題
性
を
訴
え
、
番
号
に

よ
る
管
理
が
個
人
の
意
思
に
反

し
て
行
わ
れ
な
い
よ
う
今
後
も

闘
い
続
け
る
決
意
で
あ
る
。

 

２
０
２
５
年
４
月
１８
日

集会の様子

最
高
裁
は
司
法
の
役
割
放
棄

最
高
裁
は
司
法
の
役
割
放
棄


